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Abstract

ＴｈｅｐｕｒｐｏｓｅｏｆｔｈｉｓｓｔｕｄｙｉｓｔｏｃｌａｒｉfyBritishlndianationalflagincidentwhichoccurredduring

theninthFarEasternChampionshipGames（FECG),andalsotoexamineitshistoricalmeaning、

TheflagincidentisanincidentthatthelndiannationalteamraisedtheGandhi'ｓｆｌａｇｗｈｉｃｈｉｓａ

ｓｙｍｂｏｌｏｆｔｈｅｌｎｄｉａｎindependencemovementfromBritishrule，althoughtheBritishsiderequired

thelndianteamtodisplaytheFlagoftheGovernor-Generaloflndia、Aftertheincidenthappened，

ｉｔｗａｓｒｅｐｏｒｔｅｄｉｎａｎｕｍｂｅｒｏｆｎｅｗｓｐａpers・WhilsttheJapanesenewspapersmentionedthatthe

confrontationbetweenthetwocountrieswasresolvedbyusingtheFlagoftheGovernor-Generalof

lndia，theEnglishnewspapersreportedthaｔｂｏｔｈｆｌａｇｓｗｅｒｅｒａｉｓｅｄｏｎｔｈｅｒｏｏｆｏｆＮｉｈｏｎＳｅｉｎｅｎｋａｎ

ｗｈｅｒｅｔｈｅｌｎｄｉａｎｔｅａｍｓｔａｙｅｄｄｕｒｉｎｇＦＥＣＧ､Eventhoughtherewassomeconfusionoverwhichflag

waschosen，inactualfactbothflagswereraisedJnaddition，thelndianteamappearedintheclos‐

ingceremony，holdingboththeFlagoftheGovernor-GeneraloflndiaandtheGandhi，ｓｐlacards、

Moreover,ｎｏｔｏｎｌｙｔｈｅｌｎｄｉａｎｔｅａｍ，butalsolndianslivinginJapanandtheJapanNationalParty

(NihonKokumintou）wereinvolvedintheincident､Theflagincidentandplacardsexprｅｓｓｔｈｅｌｎ‐

dianteam'sdilemmaovertheirindependenceandsports．

１．はじめに

極東選手権競技大会（以下極東大会）とは、

1913年～1934年にかけて開催された戦前のアジ

アにおける地域的国際スポーツ大会である。そ

の第９回大会が、1930年に東京の明治神宮外苑を

舞台として行われた。大会は５月２４日～31日ま

で１週間の日程で挙行され、開催国である日本が

中国、フィリピンそして大会初参加の英領インド

（以下インド)'）を抑えて、通算４回目の総合優

勝を成し遂げた。

第９回大会において極東大会では初めて、全参

加国の選手が同じ宿舎に寄宿をすることとなっ

た2)。その寄宿舎とは明治神宮外苑にある日本青

年館であり、日本青年館が発行する「日本青年新

聞」では、参加した４か国の選手が、食堂やロ

ビー、廊下といった場面で国際交流を図る様子

や、外国人選手が‘慣れない日本での生活に戸惑う

様子などが紹介されている。そうした記事と並ん

で、ある一つの出来事が紹介されている。

青年館の屋上高く日、中、比、印の四国旗
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が外苑の空を圧する。印度の旗にはものいい

づきで、最初の三色旗［ガンディー旗一引用

者注］が下されて、英国自治領旗［英領イン

ド旗］の旗が、

「俺が代表するんだイツ」

日の丸の旗と、青天白日旗と、星の入った

比律賓の旗、英国国旗の中に王冠のしるしの

ついたのが、各々お国を代表して深緑の森に
ちょっと

映えるさまは一寸詩白勺だ！3）

この記事が伝えるのは、日本青年館の屋上に

元々掲揚されていたインド選手団の代表旗である

三色旗［ガンディー旗］が、「ものいい」によっ

て英領自治領旗［英領インド旗］へと変更され

たということである。この三色旗というのは、

第９回大会が開催されていた同時期にインドで活

発化していたインド独立運動において、マハト

マ・ガンディー等によって掲げられたガンデイー

旗のことを指す。なぜガンデイー旗は日本青年館

の屋上に掲揚されたのか。本研究は第９回極東大

会で発生したインド選手団によるガンディー旗と

英領インド旗の掲揚をめぐる問題（以下代表旗問

題）を、主に新聞報道を手がかりとしてインド選

手団および関係者の行動を追跡し、極東大会にお

けるその歴史的意義を明らかにすることを目的と

する。

尚、以下ではインド選手団が掲揚しようとした

旗を「ガンディー旗」、本来掲揚されることとな

っていた旗を「英領インド旗4)」と引用文中を除

いて名称を統一する。

極東大会に関する先行研究は、まず概説的なも

のとして、小林による極東大会がもたらした日本

のスポーツ界への影響を論じたものや、阿部によ

るIOC所蔵資料を用いての研究がある5)。特に阿

部は本研究で扱う代表旗問題に関してもわずかな

がら言及しており、第９回極東大会終了後にイギ

リスオリンピック委員会とインドオリンピック委

員会・大日本体育協会（以下体協）の問で、代表

旗問題に関して主に事実関係を巡ってやり取りが

行われたことをIOC所蔵資料に拠って明らかにし

ているが、代表旗問題自体がいかなるものであっ

たのかについての検討はなされていない。

第８回上海大会に参加した日本指導者の言説を

分析し、その背景に同時代の日本のアジア進出が

あることを明らかにした伊達、上海で開催された

第２回、第５回、第８回大会に焦点を当て極東大

会を「国家行事の場」と捉えた孫、第10回大会満

洲国参加問題に対する中国の新聞『申報」の報道

を分析した何は、それぞれ極東大会における日中

関係を論じている6)。

池井は満洲国の誕生から、満洲国体育協会の成

立と極東大会への参加の希望、体協による積極的

な参加承認活動を主に体協史料に依拠して分析し

ている7)。

こうした研究に対し、高嶋は「極東スポーツ

界」という概念を用い、日本だけではなく中国や

フィリピン、そして満洲国の状況をも含めた東ア

ジア全体を捉えた議論が行われるべきだとし、中

国やフィリピンの史料も使いながら、包括的に分

析することによって「極東スポーツ界」の実像を

浮かび上がらせ、それが東亜新秩序の下で再編さ

れていく過程を詳細に描き出している8)。

極東大会の実態は日本、中国、フイリピンに

よる３ケ国対抗競技大会であったため、当然の

ことながら先行研究の関心もこの３国に集中し

ている。しかしながら極東大会は「日中比競技大

会」ではなく、「極東大会」であり、本来ならば

この３国に止まらず、もっと広範な地域から参加

国を招いた東アジアの競技大会と発展すべきもの

であったはずである。なぜ極東大会の参加国が拡

大しなかったのか。本論文の問題関心はこの点に

ある。つまり３ケ国以外での選手権種目初参加9）

となるインドの事例は、極東大会への参加国が初

めて４ヶ国へと拡大したということだけでなく、

日本以外の国々が植民地ないし半植民地であった

アジアという地域で行われた国際競技大会が、持

たざるを得なかった障壁を浮き彫りにすることが

できると考えられるからである。

主な史料としては、外務省外交史料館に所蔵

される「極東「オリムピツク」競技大会関係一
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件」と各種新聞を使用する。代表旗問題は多く

の新聞で報道がされたが、どの新聞もほぼ断片的

な情報に止まっており、また新聞の報道ではイン

ド選手団や在日インド人、イギリス大使館等々が

様々な立ち位置で表れ、代表旗問題の実’情を混沌

とさせている。代表旗問題の発生、解決を報道

した新聞は管見限りでは『東京朝日新聞｣、「東

京日日新聞｣、「大阪朝日新聞｣、「日本」の４紙

であった'0)。そこで、この４紙と関係者からの

コメントを掲載した英字新聞のＴＨＥＪＡＰＡｊＶ

ＣＨＯＲＯｊＶｒＣＬＥとＴＨＥｃＬ４ＰＡｊＶＡＤＶＥＲＴＹＳＥＲ

を中心に、その他にも代表旗問題関連の記事が掲

載された新聞も適宜使用しながら考察を進めてい

く。

２．インドの極東大会参加

第９回大会がインドにとって初めての参加で

あったが、1921年に開催された第５回大会での総

会から、インドの参加についての議論は行われて

いた'１)。1927年に上海で開催された第８回大会の

前には主催団体'2)である中華民国体育協進会が

体協にインドから参加要望があったことに対し

て意見を求めた。この時体協は条件付きでの参

加を認めている'3)。このことは「東京朝日新聞」

にも掲載され、陸上競技に８名のインド選手が参

加予定であると報道されたが'4)、実際に第８回大

会へのインドの選手派遣は行われず大会不参加に

終わっている。この第８回大会中に開催された極

東総会では、再度インドの参加に関して協議が行

われ、総会ではインドを含めたいくつかの国々に

第９回大会の招待状を送付することが決議され

た'5)。

1930年に東京で開催される第９回大会の主催団

体である体協は、1929年１２月20日の専務理事会に

おいて、中国とフィリピンの他にインド、タイ、

蘭領東インドに招待状を送付することを決議す

る'6)。しかしこの招待状に対する返答は中国、

フィリピン以外の国からは送られてくることはな

かったようである。年が明けて1930年、極東大会

に関する会議は体協の専務理事会から極東協会の

総務委員会に移行され'7)、２月27日の第７回総務

委員会でインドから極東大会参加の要請があった

ことが明らかとなった。この時、参加を要請した

のは当初招待状を送付したインドオリンピック

協会ではなく、カルカッタ'8)に在るインドベン

ゴールオリンピック協会であった。総務委員会で

はインドベンゴールオリンピック協会の参加を認

めることとし、先に招待状を送付してあるインド

オリンピック協会に参加の了承をとるようにとイ

ンドベンゴールオリンピック協会に連絡するこ

とを決定した'9)。インドからの参加表明はあった

が、この後インドからの連絡は途絶え、総務委員

会でも議論されることはなかった。

インドベンゴールオリンピック協会からの参加

要請から２か月余りが過ぎた５月２日、第'6回総

務委員会でインド選手団がすでにインド本国を出

発していることが報告された20)。この報告の段階

では何人の選手が来るのか、どの競技に参加する

かといった詳細は一切不明の状態であったが、イ

ンドから砲丸投げとハンマー投げの日本記録に対

しての問い合わせがきていたので、参加選手は陸

上選手ではないかと考えられていた２１)。最初にイ

ンドに招待状を送付してから約半年、第９回大

会開催まで，か月をきるなか、インド選手団の

第９回大会参加は決定した。

インド選手団がいつインドを出発したのかは

定かではないが、５月７日に上海22)、５月９日

には門司23)を経由して５月'０日に神戸に到着す

る24)。神戸では神戸在住のインド人から歓迎を

受け、その日の夜にインド独立運動家であるＡ、

Ｍ・サハーイ等に見送られて、三宮駅から急行に

乗り東京へと向かった25)。インド選手団は、門司

と神戸でインタビューを受けており極東大会初参

加の喜びと、スポーツを通じた国際交流への期待

を述べている26)。またこの時になって初めてイン

ド選手団の全貌も明らかとなった。インド選手団

は総勢５名で、監督のＳ・Ｋ・ムカジーの他に、

Ａ・ハミッド、Ｍ・サットン、Ａ・ユスフの３人

の選手と、アシスタントとして，．Ｒ・サリーを

共だっていた。この中でインド選手団の主将を務
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めるハミッドは1928年に開催されたアムステルダ

ムオリンピックにインド代表として出場してい

る27)。

東京到着後のインド選手団の動きについては

「アスレチツクス」が詳しく取り上げている28)。

インド選手団は東京に到着すると「直ちに車を外

苑競技場に馳せて｣、大会会場である明治神宮外

苑競技場を視察した。日本青年館への入舎は５月

,7日であったので、それまでは六本木付近にあっ

た乃木坂倶楽部に宿泊している。また当時早稲田

大学競走部の主将であり、1928年のアムステルダ

ムオリンピックの三段跳で金メダルを獲得した織

田幹雄との面会を要望し、後日合同で練習を行っ

ている。また織田を共だって美津濃運動具店にも

出かけており、この時、訪れた美津濃運動具店で

はお茶やお菓子を薦められたが「トレーニングし

ているから」と断りを入れたという。「極東親善

の目的の為」だけではなく、技術の向上にも積極

的なインド選手団の様子が窺える。東京到着２日

目にはＲ・Ｂ・ボースのいる中村屋に赴き、食事

をとっている。そこで出されたものは当然「第一

の御馳走」カレーであった。

インド選手団と共に練習をした織田幹雄は、戦

後に著した回想録「跳躍一路」の中でインド選手

団についてわずかではあるが言及をしている。

[インド選手団は］遠来の客であり、また

表１．インド選手団プロフィール

名前 年齢

ハミツド君の茶目振りが面白く人気ものとな

った。

ハミツド君は、西田修平君の着物を借りて

着込み、競技場に乗り込んだので、写真班の

とりこになった29)。

ここでは日本の選手団と混じり、陽気に振る

舞うハミッドの思い出が語られている。インド

選手団はその他にも２１日午後に体協主催のパー

ティー、２２日には上野精養軒での田中隆三文部大

臣主催のパーティーに出席し、両パーティーにお

いて監督のムカジーによる演説が行われた30)。ま

た21日の午後７時25分からのラジオ放送の中では

ムカジーが演説を行っている３１)。

３．極東大会部長会議開催

インド選手団が日本青年館に移動する前日

の５月16日、極東大会部長会議が開催された。会

議では、インドの第９回大会中に使用する国旗、

国歌に関する取り決めがなされ、イギリス大使館

に照会をした結果、国旗は「公式の場合、ユニ

オンジャックの英国旗中に王冠を表はし「ヘブン

ズ・ライト・アワー・ガイド」と書いたインド国

旗［英領インド旗］を用」いることとし、国歌は

「入場式には英国国歌を奏楽しその他の場合には

インド国歌を奏楽するも差支へなし」と決定し

た32)。

職業 出身大学
Ｓ・Ｋ・ムカジー 監督 ？

● ＹＭＣＡ主事（カルカッタ） ？
●

Ａ・ハミッド 選手（陸上）

Ｍ・サットン 選手（陸上）
Ａ・ユスフ 選手（陸上）
，．Ｒ・サリー アシスタント

2４

2０

2３

？
●

北西鉄道に勤務。詳細不明。

火夫（ベンガルーナーグブル鉄道）

警察
？
●

パンジャーブ大学
？
●

カルカッタ大学
？
●

THEJAPAjVCHROMCLE,ＳＵＮＤＡＹ,ＭＡＹ１１，１９３０，大日本体育協会編「第九回極東選手権競技大会報

告書』1930年、織田幹雄「跳躍一路』日本政経公論社、1956年を基に作成。

表２．インド選手団出場競技種目一覧

１００ｍ 200ｍ llOmh 200ｍｈ 走高跳 走幅跳 五種競技 十種競技

Ａ・ハミッド ○ ○ ○ ○ ○

Ｍ・サットン ○ ○ ○ ○

Ａ・ユスフ ○ ○

大日本体育協会編『第九回極東選手権競技大会報告書」1930年を基に作成。
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このインドの極東大会で使う国旗．国歌33)に

ついて事前に話し合いが行われた背景には、１９３０

年前後のインドにおける独立運動があったことが

考えられる。1929年１２月、インド北西部のラホー

ルで開催されたインド国民会議派大会でイギリス

の打破、インドの完全独立が宣言された。この時

にガンディーらインド独立を推進する国民会議派

は英領インド旗に代わる、新たなインド民族を表

す旗を作成した。それが白・緑・赤の三色に中央

に糸車を印したガンディー旗である。このインド

国内の動きに対して、日本でインド独立運動の

活動をしていたＲ‘Ｂ・ボースやＡ・Ｍ・サハー

イ34)が呼応し、彼らインド独立運動家たちは、

1930年５月の段階で少なくとも３度のガンディー

旗の掲揚式を日本において行っていた35)。また大

会開催ｌか月を切った５月６日にはガンディーの

逮捕が日本でも報道され36)、神戸ではガンディー

逮捕の知らせを受けたインド人たちが独立運動激

励のために会合を開き、独立運動への確固たる意

志を露わにしていた37)。一方、この時期の日本と

イギリスの関係については、1921年のワシントン

会議で、日英同盟は破棄されていたものの、１９３０

年前後は中国における反日、反英運動に対時する

為に協調路線を維持し、1929年にはイギリス王室

から使節の来日が実現するなど「通常の友好関係

を維持38)」していた。わざわざイギリス大使館に

極東大会で使用するインド選手団の国旗について

問い合わせたのは、インドの独立運動に関連した

問題が起きることを、極東大会を主催する体協が

危倶していたことを窺わせる。インドの国旗国歌

の件についての話し合いは、こうした問題と極東

大会におけるインド選手の参戦の間に一線を画す

ための予防策であったと考えられる。

極東大会部長会議の翌日の５月17日、夕方にイ

ンド選手団は乃木坂倶楽部から日本青年館に移動

してきた。この時、日本青年館の屋上には英領イ

ンド旗ではなくガンディー旗が掲げられたのであ

る。

４．代表旗問題の新聞報道

(1)「東京朝日新聞』による報道

「東京朝日新聞』によれば、インド選手団は日

本青年館に到着後、「インドー選手の希望」によ

りガンディー旗がインド選手団の代表旗として日

本青年館屋上に掲揚されていたが、イギリス大使

館からの抗議により英領インド旗が掲揚された。

しかし今度は日本にいるインド人達が「これに憤

慨してインド国旗［英領インド旗］とガンヂ旗の

取代へを求め」てきたのである。対応に苦慮する

日本青年館は英領インド旗をひとまず降納し体協

に意見を求めた。その結果体協は「既にインド代

表と英国大使館との間で交渉ずみのもの故インド

国旗を掲ぐべきものである」との見解を明らかに

したので日本青年館憾再び|｢ﾕﾆｵﾝツヤツク
のインド国旗を掲げる」こととなり、この事態に

ポースやサバルワルを中心とした在日インド人

達が更なる抗議に及ぶのではないかと報道され

た4')。翌日の「東京朝日新聞」では東京朝日新聞
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本社にボースらが訪れ声明を発表したことを報道

した。だが懸念されていた抗議はなく、今回参加

のインド選手は「英国代表選手にして真のインド

を代表するものと認むることができない」とし

て、「国旗掲揚問題の如何には触れず」に、イン

ド選手団を「インドを代表する真の選手にあら

ず」とする趣旨の声明を述べるにとどまった42)。

「東京朝日新聞」ではボースの声明のみで記事が

終わっているが、同系列である「大阪朝日新聞」

にはこの続きが掲載されている。

(2)「大阪朝日新聞」による報道

『大阪朝日新聞」には「東京朝日新聞』と同様

の記事が24日に掲載されたが、続きとしてボース

らがなぜこのような見解に至ったのかに関して、

カール．シーナという人物のコメントを掲載して

いる。カール．シーナは、極東大会参加のインド

選手団は「いづれも印度国民議会のメンバーでは

な」〈、彼らが「たとへイギリス旗［英領インド

旗］を掲げたところで抗議のしょうがない」と

語った43)。つまりインド選手団の立場上、在日イ

ンド人達にはインド選手団に対して強硬にガン

ディー旗の掲揚を強制させるだけの力がないこと

を示唆し、暗にこれ以上のガンディー旗の掲揚に

向けた行動が行われることを否定しているのであ

る。「東京朝日新聞」と「大阪朝日新聞」の報道

では、日本青年館の屋上にはガンディー旗ではな

く英領インド旗のみが掲げられる結果となった。

(3)「東京日日新聞」による報道

「東京日日新聞」では「日本青年館の屋上に翻

ってゐたガンヂーの革命旗はいつしか英国自治

領旗［英領インド旗］に早代りし｣、この事態に

「インド選手から抗議起り廿二日の午後は自治領

旗は引降ろされ今は日、比、華の三国旗のみとな

った、なほ在留インド志士ボース、サバルワルの

両氏は廿二日夜日本青年館を訪ひ各会場の装飾に

使用してゐる自治領旗を取り払い、ガンヂーの革

命旗に代へてほしいと強硬な抗議を申し込んでゐ

る」と「東京朝日新聞』と同様の報道を述べた後

にインド選手団監督であるムカジーのコメントを

掲載している。ムカジーは「自分達は国外まで来

てスポーツの場合政治的の争ひまでしたくはない

から一切は日本に委せました」と自身の見解を明

らかにした44)。ムカジーはガンディー旗を巡る問

題に対して不干渉をアピールし、ガンディー旗の

掲揚に対して明言を避けている。翌日の『東京日

日新聞』には「廿三日英大使館では印度選手を招

き協議した結果、ガンヂー旗はやめて印度自治領

旗［英領インド旗］を使用することに決し廿四日

の入場式には自治領旗を揚げて参列することにな

った」と報道した45)。第９回大会開会式を翌日に

控えた５月23日にインド選手団は、ガンディー旗

ではなく英領インド旗を使用することでイギリス

大使館と合意したとしている。つまりインド選手

団はガンディー旗の使用を強行しようとはしな

かった。つまり先ほどの「東京朝日新聞」『大阪

朝日新聞』の記事と重ねたとき、イギリス大使館

と話し合いを行い、英領インド旗の使用で再度合

意をするインド選手団の姿は、ボースにとって

「真のインドを代表するものと認むることができ

ない」ものであった。

以上のように、「東京朝日新聞」「大阪朝日新

聞」「東京日日新聞』の３紙の報道を合わせる

と、一度降納されたガンディー旗が再度日本青年

館の屋上に掲げられることはなく、インド選手団

は英領インド旗を使うことで合意をし、第９回大

会の開会式にも英領インド旗を持って入場するこ

とで代表旗問題の決着がついている。そしてボー

スによるインド選手団に関する声明が発表されて

いたということになる。続いて英字新聞の検討に

移る。なぜなら英字新聞の報道ではガンディー旗

の掲揚が認められているからである０

(4)耐EJARAﾉVCHROMCLEによる報道

THEJ24pANCHROMCLE46)の紙面上では代

表旗問題の報道だけでなく、在留インド人である

ボースやサハーイといったインド選手団の関係者

が投稿を行っていた。

最初の記事は、代表旗問題に対するＴＨＥ
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JAPAjVCHROMCLEの独自の報道と見解を表

した記事である。記事では、インド選手団が来日

前にインド総督から英領インド旗を受け取り、そ

れを使用することを約束したにも関わらず、ガン

ディー旗を掲げたことを「汚いやり方」であると

非難し、また神戸にあるThelndianSportsClub

から体協会長の岸清一にガンディー旗を使用する

べきとする抗議が送られたことを報道した47)。抗

議は神戸印度人運動倶楽部名義で岸のもとに送ら

れた。その内容は第９回大会中の、インド選手団

の代表旗を英領インド旗ではなくガンディー旗に

することを求めたものであった48)。この報道に対

し、神戸在住のサハーイが真っ先に反応し、自身

の見解をTHEJAPAjVCHROMCLEに投稿し掲

載された。サハーイは「汚いやり方」とされたガ

ンディー旗の掲揚という行動については詳細を知

らないと前置きした上で、「インド選手団にイン

ド民族旗［ガンディー旗］を使わせることは政治

的な宣伝を意味するのではない」とした。そして

その根拠を第９回大会に参加しているインド選手

団に求めている。「インドではアングロ系インド

人やクリスチャンそして警察はたいてい反ナシヨ

ナリストという事実がある」とサハーイは語り、

今回参加のインド選手団はここに当てはまると

いう。今回参加のインド選手団の構成上、ガン

ディー旗には政治的な意味は含まないとの見解を

サハーイは示したのであった49)。

この後、ボースもTHEcIAPAZVCHROMCLE

に投稿をしている。ボースは真実を語るとし、代

表旗問題の起きた経緯を述べている。ボースの語

るところに依れば、インド選手団は日本青年館到

着後に、係員から代表旗について問われ、その時

に「フィリピンはアメリカ国旗ではなく自らの国

旗を掲揚していたので、青年館の屋上にはインド

民族の象徴を掲げるべきだ」と考え、ガンディー

旗を掲揚するに至ったという。そしてガンデイー

旗に変わって英領インド旗が掲揚されると「［自

分達に対する］大きな侮辱である」と感じ、抗

議を行った。その結果、５月23日には「中央に星

の入ったユニオンジャック［英領インド旗］が

降ろされ、三色旗［ガンディー旗］が取って代

わ」り、２４日になると「11時ごろに再度ユニオン

ジャックが三色旗の横に掲揚されセレモニーの間

は２つの国旗が掲揚されたまま」になった。そし

て開会式では「２つの旗を持って」参加し、その

「２つの旗」というのは「｢India」と書かれた旗

と星の入ったユニオンジャック」であった50)。

サハーイとボースという日本で活動するインド

独立運動家たちからの直接の投稿であり、彼らは

それぞれインド選手団とも面識がある。特にボー

スが述べている、日本青年館屋上へのガンディー

旗と英領インド旗の並置掲揚は「東京朝日新聞」

や「東京日日新聞」とは違った事実を提示してい

る。もう１紙、ＴＨＥＪＡＰＡｊＶＡＤＶＥＲＴＹＳＥＲの

記事も確認してみることにする。

(5)７１HEJAFWVADVER刀SERによる報道

THEJApAⅣＡＤⅧRTYSER5')では代表旗問

題に関して５月23日、２４日、２５日、２８日と記事

を掲載している。代表旗問題の詳細に関しては

日本の新聞（thevernacularPaPer）から引用を

し、イギリス大使館とインド選手団関係者からの

インタビューを載せている。５月22日の夜にTHE

JApAjVADVERTISERの記者が、インドの関係

者（thelndianofficials）に電話でインタビュー

を行った。インドの関係者は「国旗事件について

いかなる返答をも拒絶」するが「インド選手団は

極東大会に政治家としてではなく、スポーツマン

として参加している」とのみ声明を述べた。また

イギリス大使館側のコメントとして「インドチー

ムがインドを出発するときに副王より国旗を与え

られた。この旗はインド旗［ガンディー旗］では

なく副王旗［英領インド旗］である」とする主張

も併せて載せている52)。また24日の記事ではイン

ド選手団が東京に到着後に、在日インド人の集団

と接触を持ったこと、そして「ガンディー旗はイ

ンド愛国者たちの寄付であった」ことを報道し

ている53)。翌日25日の記事では、イギリス大使館

の声明として「新聞紙上でのインド国旗［ガン

ディー旗］が日本青年館に掲揚されたというのは
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全く根拠のないことだと理解している」ことを載

せたがその記事の続きでは「日本青年館を除く

［極東大会が行われる］いかなる場所にも副王旗

が揚がっている。青年館には２つの旗が連続的に

留められている、副王旗と赤緑白のガンディー旗

である」と英領インド旗とガンディー旗の両方が

青年館の屋上に掲揚されていたとしている54)。

２紙の英字新聞における国旗事件の報道は、関

係者へのインタビューや投稿が掲載された。そし

て「東京朝日新聞」や『東京日日新聞」が出した

英領インド旗のみを使用するという決着ではな

く、英領インド旗とガンディー旗が並置掲揚され

ていたという状況を提示している。ここで外交史

料館に残される代表旗問題の史料に注目したい。

1930年５月27日付の報告の中で「[日本青年館の

屋上に］「ユニオンヂヤツク」ニ印度国旗ダル紅

白緑三色ヲ表シタルモノヲ添付掲揚シ居レル趣ノ

処55)」との一文がある。日本青年館の屋上には英

領インド旗とガンディー旗が並置され掲揚されて

いたという報告がなされているのである。つまり

英字新聞が報道するように、一度降納されたはず

のガンディー旗は青年館の屋上に再度掲揚され、

英領インド旗と並べて掲揚されていたのである。

なぜガンディー旗と英領インド旗は並置掲揚され

たのか。代表旗問題には、これまでに確認した新

聞報道の中では登場しなかったある第３者が存在

し、事件に大きく関わっていた。その内容につい

ては『日本」が詳しく報道しているので、最後に

「日本」による報道を確認する。

(6)『日本」による報道

1930年当時、「日本｣56)では在日独立運動家であ

るボースによるコラムが、月に２，３回のペース

で掲載されていた。その主たる内容は、インドの

現状とインドの独立の正当‘性を唱えるものであっ

た。このことからも『日本」にとってインドの独

立に関連する問題は関心の高いトピックであっ

たと考えられる57)。そして５月２３日付で代表旗

問題の記事が初登場する。前出のTHEJAPAjV

CHROjVICLEでガンディー旗を掲げた要因を、

同じ植民地であるフィリピンが自らの国旗を掲揚

していたためにガンディー旗を掲揚したとする

ボースの経緯説明を確認したが、『日本」ではよ

り具体的に代表旗問題の経緯が述べられている。

インド選手団の国旗に関してはイギリス大使館と

の間で「数度打合せを遂げて開会式等公式の場合

は国旗はユニオン、ジャック国歌は御馴染の『ゴ

ツド、セーヴ、ザ、キング」を」使わなければな

らなかったが「普段は印度のナシヨナル、フラッ

グで良い」ということになり、「印度選手室は三

色のナシヨナル、フラッグとユニオン、ジャック

を並べ揚げるとか青年館屋上には三色を日、比、

支三国々旗と並べて掲揚し」ていたが、イギリス

大使館側から抗議が入り、問題へと発展すること

になったという58)。

「普段は印度のナショナル、フラッグで良い」

という言葉が、インド選手団にガンディー旗の日

本青年館屋上への掲揚を実行させたことが窺うこ

とが出来る。おそらく「普段」という言葉の解釈

にイギリス大使館とインド選手団の間で差異が

あったのであろう。そして２日後に掲載された

「日本」による代表旗問題の報道は第３者による

仲介のもと、並置掲揚という結果に至る。

ガンディー旗の降納と英領インド旗掲揚の結

果、「在京印度人有志、ボース、サヴアルワル氏

等が中心となって」激しい抗議が行われていた。

その最中、２３日になると「日本国民党の国際部」

が奮起し「フィリッピン側はアメリカ国旗を掲げ

ず堂々とフィリッピンの国旗を掲げてゐるに拘ら

ず印度選手の属する印度だけが自国の国旗を掲げ

ず、英国のユニオン・ジャックを立てるが如きは

東洋民族としての誇りを傷付けるもの」であると

して「八幡書記長、鈴木国際部長、花田青年部

長、それに興国学生連盟の金子氏、印度青年Ｋ、

Bシナ君の一行は」体協役員の郷隆のもとを訪れ

て「三色旗掲揚方を強硬に談判」した。その結

果、国旗については「印度選手の意向を尊重す

る」と決定し、この話し合いの後「同代表者は」

インド選手団監督ムカジーと面会をする。その後

今度はムカジーが「夜十二時頃在京印度人某氏」
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のもとを訪れて、「廿四日から三色旗を青年館楼

上に立てると共に、選手及母国の参列者は明日の

開場式当日三色の小旗を手にして出場すること」

を確認する。極東大会開会式当日の５月24日朝に

は「ポース氏マツカーヂ氏［ムカジー氏］及在京

印度人等と日本青年館を訪れ印度の革命旗たるガ

ンヂー旗を数本持参し体協本部理事に面会しスタ

ンド其他取付け容易なる箇所にはガンヂー旗をも

掲揚」を希望し、体協にも認められたという59)。

「日本」は日本国民党60)という第３者の関与

を指摘し、並置掲揚という結果が日本国民党の

尽力の結果だとしている。「日本」と日本国民党

は、国家主義の確立、左翼思想の撲滅を目指し協

力関係にあった6')。このことからガンディー旗の

再度掲揚に関する報道は、事実と考えて差支え

なかろう。最終的に日本青年館屋上には、ガン

ディー旗と英領インド旗が並置掲揚されたのであ

る。

英字新聞、そして『日本」による報道を確認す

ることによって、代表旗問題は日本青年館への英

領インド旗の掲揚で解決したわけではなく、在日

インド人であるポースや、日本国民党などの尽力

によって、英領インド旗と共にガンディー旗が日

本青年館屋上に掲揚されたことが明らかになっ

た。

以上の６紙を通して見えてきたのは、在日イン

ド人達によるガンディー旗掲揚の強い主張であ

る。時にはインド選手団に対して「今回の選手は

いづれも印度国民議会のメンバーではないゆゑに

たとへイギリス旗を掲げたところで抗議のしょう

がない」であるとか、「真のインドを代表するも

のと認むることができない」など、インド選手団

に対して距離を置く発言をしている。だがインド

選手団は、神戸でも東京でも在日インド人から歓

迎を受け、日本滞在中に数度食事会にも招かれて

いる。また詳細は後述するが、インド選手団もガ

ンディー旗に対する特別な思いを持ち合わせてい

た。在日インド人とインド選手団の関係に関し

て、‘憶測を述べるなら、在日インド人によるイン

ド選手団の批難というのは、あくまで国際スポー

ツ大会に参加しにきているインド選手団を巻き込

むことを避けようとした一種のカモフラージュと

もとれるものではないだろうか。

こうして極東大会開催をむかえたインド選手団

は、開会式においてある行動を起こすことにな

る。

５．第９回極東大会開会式

1930年５月24日、明治神宮外苑競技場にて第９

回極東大会の開会式が行われた。「晴れの大会開

会式場に当てられた明治神宮外苑トラックのメイ

ンスタンドには、日章旗を初め遠来中華の青天白

日旗、比律賓、インド四ヶ国の大国旗が中空高く

翻り、スタンド中央の貴賓席にも、中央に日章旗

を、其の両側には比島、中華、印度各国旗が張巡

らされて、二千年の昔オリンピアードの壮観も偲

ばれる華やかさ62)」の中、午前11時半から第９回

極東大会開会式は行われた。入場行進は中国、

フィリピン、インド、日本の順番で「忽ちスタン

ドから湧起る拍手の音は、外苑一杯に響き渡って

暫くは鳴りもやまず、早くも会場は興奮と熱狂の

るつぼの中に巻き込まれ63)」ていた。インド選手

団は全員がターバンを頭に巻いて開会式に参加

し、英領インド旗とリーフの様なもので丸くか

たどられ中央に「ＩＮＤＩＡ」と文字の入ったプラ

カードを持って入場した（写真１の左、右下)。

他の国と違い、インド選手団だけがこのようなプ

ラカードをしかも国名をも記して掲げていたの

である。「中外商業新報」ではこのプラカードを

「月桂樹の中央に濃青と赤の二線にインデアと書

いた楯64)」と説明しているが、『東京朝日新聞」

は「入場式の旗は規則通りにユニオンジャックだ

が、標識は白、緑、赤のガンヂ旗を用いている」

と報道している。つまりこのプラカードはガン

ディー旗を模したものであった。また大会中はイ

ンド選手団の応援に対しても「手に手に持つ小旗

はいづれも三色旗」であり、英領インド旗を持っ

ての応援はなかったようである（写真１の右

上)65)。またこの応援団の中には、ポースの姿も

確認することででき、新聞でのインド選手団との
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霊塞裳:塞窪蕊;鯉唱鐸鍵錐謹斡

灘鍵碑曹Ｈ

写真１．開会式でのインド選手団と関係者の写真（左・集合写真、右上・観客席の様子、右下・入場行進)7'）

写真２ ボース（写真１左の拡大写真）

距離を置く発言が真意ではないことを窺わせる

（写真２）。開会式で英領インド旗と共に、自分

たちの母国を表す表記をプラカードに添付した彼

らの行動は「立錐の余地もない66)」程にスタンド

を埋め尽くした大観衆の前で実行に移されたので

ある67)。

開会式終了後、すぐに大会１日目が開始され、

インド選手団も登場する。大会前の予想ではイン

ド選手の実力は未知数であり、いわばダークホー

ス的な立場であった68)。結果は優勝や入賞を果た

すことはなく、日本陸上競技連盟理事の上田清一

は三段跳に出場したインド選手を見て、「未だ幼

稚の様に思った69)」と感想を述べている。

第９回極東大会期間中の５月29日、３０日には、

神宮外苑にある聖徳記念美術館で極東協会総会が

開催された。この総会にはインド代表として監督

のムカジーが出席した。総会では両日とも、各規
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約についての加筆、修正が主な議題として上が

り、選手権種目についての協議の中でムカジーは

フィールドホッケーの選手権種目採用を提案して

いる。インドの極東協会への加盟についてもやり

取りがあり、フィリピン代表のＪ・Ｐ・バルガス

は「インドを第９回大会と同じように第10回極東

大会に招待したい、そしてインドから多くの選手

が参加し極東協会への加入を心待ちにしている」

と加盟に関しては認めることはなかったが、第１０

回大会へのインドの参加を求めた。また第９回大

会の名誉秘書であった薬師寺尊正からは「インド

がわずかな人数ながら長旅を越えて極東大会に参

加したことに、よきスポーツマンシップを見た」

として感謝が述べられた70)。

６．極東大会終了後

５月31日に極東大会は閉会式を迎え第９回大会

は終了した。閉会式では第９回大会会長である岸

清一の閉会の辞の中で「印度は参加選手の人数甚

だ少なきが為め、選手権を獲得することを得ざり

しは遣‘憾千万なれど次回の大会には今回に比し一

層多数の優秀なる選手を比律賓に送られ之に依っ

て、真に選手権争覇の実を揚げられんことを希望

するものであります72)」と４年後の1934年にマニ

ラで開催される第10回大会には、インドからも多

くの選手の派遣を希望すると語った。この間、

インド選手団はボースらとの晩餐会に出席73)、そ

して極東大会終了後に関西へと移動する。これ

は６月１日から２日間、南甲子園競技場で行われ

る日本学生・フィリピン・インド３国代表選手対

抗陸上競技大会に参加するためであった。３国競

技大会が終了後、インドへの帰国直前の６月４日

にインド選手団は大阪英文毎日支局を訪問する。

このときムカジーはこれまで発言を控えていた代

表旗問題に対して、直接的に言及をし、その発

言がＴＨＥＯＳＡＫＡＭＡＩＭＣＨＩ＆ＴＨＥＴＯＫＹＯ

ＭＣＨＩＭＣＨＩに掲載された。

日本の新聞が不幸とみなす東京でのインド

国旗事件に対する様々な矛盾する報道が私の

注意を惹きました。私は関係者すべてに公平

を期すなら、どの集団も私たちに強迫をかけ

ることがなく私たちにいたずらをしてくるこ

とがないなら、私はこれに対して［国旗事件

について］明らかにするべきであると思って

います。東京のインド独立運動家がインド独

立旗を強いたり、どんな種類の脅迫をしてき

たことも正しいことではない。英国大使館が

我々に強迫をしたというのも、同様に根拠の

ないことである。我々は様々な局面で、思い

やりや援助、協力を受けました、このことに

我々はすべての関係者に感謝します。私たち

の選手団はインド選手団であり、我々は他の

インド人が持つように多大な尊敬の念を国旗

に持っています74)。

新聞では声明文が掲載されただけであったが、

この日のインド選手団の動きについて、兵庫県知

事から内務、外務両大臣へ報告がなされている。

そこには以下のような記述が残っている。

今般ノ大会会場二掲揚セシ印度国旗ハ駐日英

国大使館ノ抗議ニ依り掲揚スルヲ得ザリシモ

吾々印度選手ハ印度民族ヲ代表渡来シタルモ

ノナルヲ以テ此ガ表象ニハ英国旗二代ワル

印度国旗ヲ以テス可キモノナル旨説ク所ア

リ75）

帰国直前になってムカジーはガンディー旗こ

そ、インドの代表旗であることを主張し、一方で

在日インド人や、イギリス大使館からの圧力を否

定している。つまりムカジーは、ガンディー旗の

掲揚はインド選手団が自発的に行った行動である

と述べたのである。大阪英文毎日支局を後にした

インド選手団は、その後神戸より出航するプレジ

デント・ジョンソン号にて行きの航路と同じよう

に上海を経由して帰国の途に着くのである76)。

極東大会終了後の1930年７月、ＩＯＣにＢＯＡ

（イギリスオリンピック委員会）から一通の手紙

が届いた。内容は東京で開催された極東大会に参
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加したインド選手団が英領インド旗に代わってガ

ンディー旗を使用していたとして、ＩＯＣへの抗議

の内容であった。IOCはこの手紙を受け取ると、

実際に第９回極東大会でガンディー旗を使用して

いたかどうかをインドオリンピック協会と体協

に確認した。インドオリンピック協会のＧ・Ｄ・

サンデイは国旗掲揚事件に対するＢＯＡの抗議の

内容に反論して「競技場、プール、バスケット

コート、野球場そしてその他の装飾としても、

英領インド旗（theofficialflagoflndia）を使

用していた。～中略～大阪での国際大会でそう

である｡」と返答を返した。サンデイは第９回極

東大会だけでなく３国競技大会においても、ガン

ディー旗は使われておらず英領インド旗が使われ

ていたと主張した。一方、体協会長の岸清一も今

回のインド選手団の国旗に関しては「体協、イン

ド代表団、その他の国、そして英国大使館の問で

満場一致で」英領インド旗の使用に決まっていた

と返答している。サンデイと岸清一の主張は大会

中にガンディー旗は使用されていなかったことを

一貫して主張した。この後ＢＯＡから再度抗議が

くることはなく、極東大会で起こったインドの国

旗を巡る問題は終結した77)。

７．おわりに

以上の新聞報道を、外交史料館所蔵史料並びに

「第九回極東選手権競技大会報告書」と照らし合

わせつつ事実を整理すると、インドの極東大会参

加の旅程及び代表旗問題は表３の時系列となる。

結果として、事前の会議におけるインド選手団の

極東大会中の使用国旗の決定や、イギリス大使館

からの抗議があったにもかかわらず、ガンディー

旗の掲揚に関しては体協役員の郷との話し合いに

より日本青年館屋上での掲揚は容認された。また

開会式ではガンディー旗こそ使用しなかったが、

ガンディー旗を模したプラカードを持ってイン

ド選手団は入場し、インドの応援者たちはガン

ディー旗の小旗を持って応援に駆け付けたのであ

る。

ボースら在日インド人にとって、英領インド旗

によってインド選手団を表象するというのは許し

がたいものであった。彼らの立場はイギリス支配

の打破、インドの独立であり、英領インド旗とい

うイギリス支配を肯定する国旗の使用は認められ

るものではなかった。第９回極東大会が開催され

た1930年より以前に、ボースは日本、中国、イン

ドが中心的地位を占めてアジアを先導していくべ

きという考えからなる「東洋人連盟」という構想

を持っていた78)。また1926年にボースらが尽力し

て開催された全亜細亜民族会議には、日本、中

国、インド、朝鮮、フィリピン、インドから参加

者があり79)、このボース周辺の動きを極東大会と

いう視点から見ると、日本と中国とフィリピンは

すでに大会に参加しており、第９回極東大会にイ

ンドも参加することによって、アジア地域のみを

対象とした国際スポーツ大会という舞台でボース

の理想が現実化していると考えることが出来る。

つまりポースの考えるアジアの一員としてのイン

ドを示すためにも、ボースがそれまでに日本国内

で数度行っていたガンディー旗の掲揚を極東大会

でも実行する必要があったのではないだろうか。

THEJAPAjVADVERTYSERにも「彼ら［イン

ド選手団］の問題を取り扱う準備が出来ている集

団」として在日インド人の代表旗問題への関与は

注意が払われており、ポースらにとって代表旗問

題はスポーツを媒介としたインド独立運動の一端

として見ることが出来よう。

ではインド選手団にとって、代表旗問題とは

どんな意味を持つのか○青年館でのガンディー

旗の掲揚だけでなく、ガンディー旗型のプラ

カードを携えた入場行進とはなんなのか。帰国直

前のムカジーの発言からも確認できるように、イ

ンド選手団もガンディー旗こそインドを表象する

国旗であると認識していた。またインドの独立も

自明のものとして願うべきことであった80)。しか

し極東大会開会式で掲げられたのは英領インド旗

であった。これは「東京日日新聞」で報道された

様に、入場式では「自治領旗［英領インド旗]」

を使用することで合意をしているからである。ガ

ンディー旗の掲揚が認められたのはあくまで青
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表３．インド選手団と周辺の動き

月日（時間帯） 出来事 出典

５月７日 上海寄港 ｢東朝』「日日」

５月９日 門司到着 ｢東朝』「日日』

５月１０日(午前10時） 神戸到着 ｢神戸新聞」

５月１０日(昼） 神戸在住インド人と交遊 ｢神戸新聞」

５月１０日(午後９時50分） 三宮駅から東京に向けて出発 ｢神戸新聞」

５月１１日 東京到着（開催会場視察、その後乃木坂倶楽部に宿泊） ｢アスレチックス』

５月12日(夜） 中村屋を訪問（ボースと面会） 『アスレチックス』

５月16日(午後6時半～８時） 極東大会部長会議開催（インドの国旗国歌が決定） ｢極東大会報告書」

５月17日(夕方）
乃木坂倶楽部から日本青年館に移動、屋上にガンディー

旗を掲揚する
TＨＥＪＡＰＡｊＶＣＨＯＲＺＶＩＣＬＥ

５月20日以前
英国大使館からの抗議によりガンディー旗降納され英領

インド旗が掲揚される
｢読売」

５月２１日(午後３時） 帝国ホテルでの体協主催のパーティーに参加 ｢極東大会報告書」

５月２１日(午後７時25分） ＪＯＡＫラジオにてムカジー演説放送 ｢極東大会報告書」

５月22日(午後１時） 在日インド人の抗議により英領インド旗降納 ｢東朝』

５月22日(午後３時）
上野精養軒にて田中文相主催のレセプションパーティー

に出席
｢極東大会報告書』

５月22日(夜） ボース、サバルワルらによる抗議 ｢東朝』

５月23日
英国大使館とインド選手団会談英領インド旗使用で合

意
｢日日』

５月23日
日本国民党国際部と郷隆による会談インド選手の意向

を尊重
｢日本」

５月23日 日本国民党国際部とムカジーが会談 ｢日本」

５月23日(午後）
ポース声明「真のインドを代表するものと認むることが

出来ない」
｢東朝」

５月23日(深夜12時頃）
ムカジー、某インド人と会談、２４日から日本青年館にガ

ンデイー旗掲揚を報告
｢日本」

５月24日(朝） 日本青年館屋上に英領インド旗とガンディー旗が掲揚 ｢日本」

５月24日(午後１時）
極東大会開会式英領インド旗とガンディー旗型のプラ

カードを持って入場
｢東朝」「中外商業新報」

５月30日(午前11時） ボースがインド選手団を中村屋に招待
ＪＡＣＡＲ：BO412509700

(第40画像目から）

６月４日
大阪毎日英文支局訪問ムカジー声明「表象ニハ英国旗

二代ワル印度国旗ヲ以テス可キモノ」

ＪＡＣＡＲ：BO412509700

(第45画像目）

※『東朝」＝「東京朝日新聞』、「日日」＝「東京日日新聞｣、「読売』＝「読売新聞｣、『極東大会報告書」＝「第九回

極東選手権競技大会報告書』

年館屋上であり、インド選手団は開会式で英領

インド旗を使用しなければならなかった。ガン

ディー旗の使用が認められない状況下で、インド

選手団はガンディー旗を模したプラカードを携

え、英領インド旗と共に入場するという方法にで

た。それはあくまでプラカードであり、旗ではな

い、しかしそこにははっきりと横しまの三色模様

と「ＩＮＤＩＡ」という文字が描かれていた。これ

は、まさに許容範囲の中でいかに「インド」を表

象すべきかというぎりぎりの行動であったといえ

よう。あくまでプラカードではあるが、ボースが

「２つの旗」とコメントしたように、彼らにとっ

てプラカードは旗と同義語であったのである。イ

ギリス支配のインドとしてではなく「印度民族」

の代表のプライドは堅持しながら、極東大会とい

うスポーツの祭典に参加したインド選手団。その

複雑に絡み合う思いを、開会式で掲げられたプラ

カードは表していると考えることができよう。イ

ンド選手団と在日インド人、この両者はそれぞれ

の思惑を抱きながら、英領インド旗ではなくガン
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デイ－旗の掲揚を実行に移したのであった。

極東大会にとってインドの参加は、これまでも

企図はされながら実現には至らなかった３ケ国以

外の参加を初めて果たすものであった。これは表

面上「平和好意友愛」をアジアにもたらすものと

して受け止められたが、実際には植民地からの脱

却を図るアジアの現状をスポーツの場において噴

出させるものであった。インド選手団、在日イン

ド人、日本国民党、ＢＯＡと、代表旗問題を巡っ

てその対応に追われた第９回大会の主催団体であ

る体協、そして極東大会にとってインドの参加

は、スポーツが独立運動の手段として利用される

ことを眼前で目撃し、同時代のアジア諸国を極東

大会に参加させることによって生じる問題を思い

知ることになったのである。
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JACAR：BO412509700（第13画像目)、外務

省記録／文化、宗教、衛生、労働及社会問題

／文化、文化施設／極東「オリムピツク」

競技大会関係一件（1.1.12.0.027）（外務省外

交史料館）※昭和５年５月７日付の書類だ

が、インド選手団の帰国に関する報告であ

り５月７日ではインド選手団が来日する前の

話になってしまうので、日付に関しては誤り

であると推測する。

同上。

ABE前掲５，ｐ､５２･

中島岳志「中村屋のボース」白水社、２００５

年、pPl64-168o

同上、ｐｐ､178-194．

ムカジーはパーティー等に出席すると、演説

の度に「悲壮な調子を帯びて東洋民族の協力

を叫び、印度に対する援助を乞ひ」ていた。

その言葉は「席上の若き選手達の胸を挟るも

の」があったという。「揚げたり降したり国

旗問題いきさつ熱情ほとばしる印度選手た

ち各席上でもさけぶ」『国民新聞」1930年５

月23日、７面。


